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1-1 リサイクルの現状

1. 研究の背景

マテリアルリサイクルに回すにはコスト的なインセンティブがなく、
ほとんどがRPFなどサーマルリサイクルされている

・1箇所から発生する量が少量である
・複数の材質が混在し、異物の混入を避けることが難しい

製造 販売
廃棄
回収

燃焼または
RPFなどの熱利用

マテリアルリサイクル
ケミカルリサイクル

原料
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1. 研究の背景

1-2 排出事業者と再生材利用者の需要

排出元：プラスチック資源循環促進法などにより、プラスチックのリサイクル率向上や処理費削減の需
要が高まっている
製造者：循環経済の潮流を受け、PCR※材の利用拡大を目指す大手企業が増加し、再生プラの需要
が高まっている

・ヨーロッパを中心にPCR材利用率に関する法規制の整備
（英国、PCR材30％以下の製品には課税等）

単一素材・分別容易
例：PETボトル、工場端材等

複合素材・分別容易
例：家電の外装部分等

複合素材・分別困難
例：事業系混廃物等

複合素材・分別不可能・汚れたもの
例：低品位のプラくず等

品質の良い廃プラから
奪い合いの状態

国内の動き 海外の動き

年間プラスチック消費量トップ10社のPCR材利用率の2025年目標値と2020年時点の実績
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1. 研究の背景

目指す姿 : 静脈DX最先端都市として、福岡県での域内資源循環を実現

排出量の把握
廃棄物処理コストの削減

Scope3排出量の削減

調達コストの削減
品質担保

供給面で安定調達
Scope3排出量の削減

回収コストの大幅削減
CO2削減
人員配置の効率化

処理コストの削減
工場稼働の効率化
再生資源品質向上

排出 物流

製造 リサイクル
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2. 研究会の概要と結果

Point 1 : PCR材の利用拡大を目指す企業の具体的なニーズ把握
Point 2 : システムを活用したアパレル由来の軟質フィルムの回収
Point 3 : 再生プラスチックの用途検討
Point 4 : 福岡大学を拠点とした資源回収検討
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PCR材の具体的なニーズ把握 1
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A-1 : ヒアリング対象企業の選定 
・対象企業の選定にあたっては、需要量が多く、社会的責任が大きい大手メーカー/サプライヤーのみに絞った。11/17社回答があった。

再生プラスチックの需要ヒアリング

カテゴリー 企業名 実施状況

日用品

花王

LION

Unilever Japan

食品

衣料品

容器包装資材
平和化学工業

ファーストリテイリング

藤森工業

SUNTORY

KIRIN

ネスレ日本

大倉工業

大日本印刷

キューピー

味の素

パナソニック

エフピコ

ニチレイ

飲料品

家電

ヒアリング済み

ヒアリング済み

返答なし

ヒアリング済み

ヒアリング済み

返答なし

ヒアリング済み

返答なし

ヒアリング済み

返答なし

ヒアリング済み

ヒアリング済み

ヒアリング済み

ヒアリング済み

返答なし

東洋製罐 ヒアリング済み
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Q1 自社製品に対するPCRプラスチック材の活用量
目標を設定していますか？

Q2 いつまでに何％の目標を掲げていますか？

花王：
・2025年までに、PCR材使用量を20年比
で5倍に

• 11社中1社しかPCR材の活用量の目標を設定して
いなかったため、PCR材の具体的な需要量の把握
が難しかった。 2020年

2025年

5倍
はい

17%

いいえ

83%

Confidential再生プラスチックの需要ヒアリング
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Q3 活用したいPCR材の種類を教えてください Q4 PCR材の品質について、気になる点を教えてください

• 全体としては、LDPE、PPに次いで、PETのニーズが
大きい。

• PSのニーズはその他の種類に比べると小さい結果
となった。

• 対応方法が難しいため、匂いが一番多い結果となっ
た。

• 異物混入については、ガラス粒子や金属片の混入が
懸念点として挙がった。

LDPE

24%

PP

24%PET

21%

HDPE

19%

PS

12%
匂い

31%

物性

26%

異物混入

26%

色味

17%

Confidential再生プラスチックの需要ヒアリング
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Q5 PCR材の色味について、許容できる範囲を教えて
ください

Q6 PCR材に対してのコスト許容度について教えて
ください

• 製品カテゴリーやブランド戦略に差があるが、グレ
ーのペレットも活用用途によって、許容範囲となるこ
とがわかった。

• ヴァージン材と比較して、安くないと購入しない、という
回答はなかった。

• 一方、ヴァージン材よりも高くても購入意向を示す企
業が半数近くいた。

同等なら買う

58%

高くても買う

42%

Confidential再生プラスチックの需要ヒアリング



1
2

Confidential

軟質プラの回収スキーム 2



1
3

軟質プラの回収スキーム Confidential



1
4

Confidential軟質プラの回収スキーム



1
5

Confidential軟質プラの回収スキーム



1
6

Confidential軟質プラの回収スキーム



1
7

Confidential軟質プラの回収スキーム
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[樹脂の投入口]
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2-3. 課題B : 再生プラスチックの用途開発

[インフレ成形]

[インフレ後]

[インフレ後]

[環境美化袋]

Confidential

用途開発の一つとして、福岡市役所のごみ袋をターゲット
に検証。インフレ成形は問題なく行うことができ、環境美化
袋として使用に関しては、バージンPEとの混合利用により、
規定の強度を再現できる可能性が高いことがわかった。
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福岡大学からの資源回収 4
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考察と課題 5
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考察と課題

海外と比較して国内でのPCR材活用に向けた、具体的な企業活動への落とし込みはまだ
まだこれからであるが、排出企業からのプラスチックリサイクルの需要は高まっている。

Confidential

プラスチック以外の品目を管理する機能を追加し、廃棄物現場のオペレーションニーズに
沿ったシステムの開発が必要である。

大学での資源回収については、安定した回収量を確保するために、回収インセンティブの
設計がとても重要である。
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大臣認定の取得と政令指定都市を中心としたプラスチック資源回収スキームの構築

PCR材の定期購入販路の開拓

システム開発と排出元へのシステム導入の推進

今後の予定
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